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も対象とされ，その条文には， I国語伝習所ハ本島人ニ国語ヲ教授シ テ其 日常 ノ 生活ニ資シ ，
且本国的精神ヲ養成スルヲ以テ本旨トス」という内容が明言されている(台湾総督府警察本署




れ，教育施設に関する討議が持たれたことがある。このときですら， I高尚 ナル人物 ヲ養成ス
ルヲ要セズ」として，日常的・実業的な簡易な教育に重点を置くことが提唱されたにすぎない






























































れだから， r陛下 ノ 赤子」 と して 自覚 させ， r赤誠 ノ 日 本臣民」 に させる こ と は決 して難 し く な
いと説き，日本人へ同化させることが「蕃人教育ノ根本義」と明言する。丸井の言葉で表現す
れば， r蕃人ハ異種族ヲ以テ見ルベキニ ア ラ ズ， 吾人 ト 同種族 ト シ テ之 ヲ教育指導スベキ ナ リ 」







人だけではなかった。奥羽地方出身の教育所巡査に対しては， rシ と ス ， チ と ツ ， イ と エ」 と
の「錯誤多キハ遺憾ニ絶エズ、」と，ほとほと困りきった様子で注文をつけている(丸井圭治郎



























































しだいにその政策は熱を帯びてくる。「国語普及施設選奨J (大正13年 ) . r国語普及功労者表彰」
(同 1 5年 ) ， r国語普及 ラ ジ オ放送J (昭和 5年)， r国語普及功労者内地視察派遣J (同 5 年 ) ， r国
語普及読物刊行J (同 5 年 ) ， r愛語章の授与J (同 7 年 ) ， r国語普及唱歌作成宣伝J (同 8 年 ) ，











































だ、ったが，大正 9年には103になり，児童数も 21 79人になり，そして昭和10年にはその数も 183































































































































































































































































































































































































こ の 雑 誌 は 総 督 府 の 中 枢 か ら警 察 官 吏 や 学 童 た ち の 生 々 し い 声 を 聞 く こ と が で き る 。 た だ し ，
そ れ は 検 閲 を 受 け た 記 事 でた と え 原 住 台 湾 人 の 声 が 載 せ ら れ て い て も ，出 版 さ れ て い る 以 上 ，
中ど こ ま で 現 地 の 声 を 反 映 し た 内 容 か ， 鷹 陪 は 残 る 。 警 察 官 自 身 の 発 言 に し て も ，あ る か ら ，
し か し 幸 運 な こ と に ， 花 蓮 港
庁 ( 現 ・ 花 蓮 県 ) の 教 育 関 係 者 は よ ほ ど 教 育 熱 心 で あ っ た と み え ， 教 育 所 の 動 向 を 伝 え る 内 容
央 に 顔 を 向 け た 宣 伝 臭 さ が 残 り ， 公 式 的 内 容 が 目 に つ き す ぎ る 。
い わ ば 文 集 の 寄 書 き と で も 言 う べ き 記 事 を ガ リ パ ン 刷 り 形 式 で 残 し て い た 。 そ れ は ， 花 蓮の，
以 後 ， 定昭 和9 年 6 月 に 第1 号 が 刊 行 さ れ ，『 蕃 地 教 育J で ，港 庁 警 務 課 理 蕃 係 の 発 行 に よ る
期 的 に 発 行 さ れ た 。 こ の 文 集 の 多 く の 執 筆 者 は そ の 地 域 の 教 育 所 の 先 生 で 総 督 府 の 支 配 機 構
の 末 端 で ど の よ う な 教 育 が な さ れ て い た の か ， 植 民 地 官 吏 の 生 の 声 を 聞 く こ と が で き る 。
総 督 府 の 下 に 五 つ の 州 ( 台 北 ， 新 竹 ， 台 中 ， 台 南 ， 高 雄 ) と 三 つ昭 和 初 期 の 地 方 行 政 組 織 は ，
そ の 下 部 組 織 と し て 郡 や 支 庁 が あ っ た 。 『 蕃 地 教 育 』 に 登の 庁 ( 花 蓮 港 ， 台 東， it}湖 ) があ り ，
そ の 傘 下 の 支 庁 で あ る 。 花 蓮 港 庁 は 台 湾 の 東 海 岸 に 沿 っ て 延 び場 す る 地 域 は 花 蓮 港 庁 で あ り ，
「 普 通 行 政 区 域 」 に 属 す た め ア ミ 族 児 童 のそ の 住 民 の 多 く は 平 地 帯 に 住 む ア ミ 族 で ，て い て ，
昭 和 期 に な っ て 山 岳 地 帯 に 住 む タ イ ヤ ル 族 や ブし か し 総 督 府 は ，通 う 学 校 は 公 学 校 で あ っ た 。
ヌ ン 族 を 平 地 帯 に す ぐ 隣 接 す る 山 脚 地 帯 に 移 住 さ せ た 。 同 じ 花 蓮 港 庁 の 管 轄 範 囲 で は あ っ た が ，
そ こ の 児 童 は 教 育 所 に 通 っ て い た 。そ の 一 帯 は い ぜ ん と し て 「 特 別 行 政 区 域 」 に 指 定 さ れ ，
こ の 移 住 で 成 立 し た 両 族 の 村 々 の 教 育 所 の 動 向 に つ い て で あ る 。『 蕃 地 教 育J で の 記 録 は ，
あ る い は 国 語 普 及国 語 講 習 所 ，と り わ け 『 蕃 地 教 育J で は ， 教 育 所 の 一 般 的 活 動 と と も に ，
サ
そ
タ イ ヤ ル 族 の ー 支 派 ，







前年度，つまり昭和 9年度には，この教育所は 2回の「父兄召集」と 8回の「家庭訪問」を果
たしていて，家庭と教育所との交流が密になるよう図っていた。修学旅行は 2回，運動会は 1
回行い，課外活動として児童の訓練，例えば「訓練演習」を32回， r国語練習会」 を 35回 を行













タッキリ教育所の日本語普及活動は， r蕃地教育j (10号 ) に記録 と して残 っ てい る 。 国語普



















で二日おき，夜の 7時半より一時間ほど， 5 人の警察官吏に よ っ て修身， 国語， 算術， 理科，
そして農業，唱歌遊戯，体操，図画，手工が教え込まれた。この教科課程を実施する当教育所
の目的は，著しく教条的である。『蕃地教育j 11号 (昭和10年6 月15 日 ) に は ， 次の よ う な語い




















































































場では， r兵隊 さ んJ ， r旗行列J ， r支那事変 と我等の覚悟」 な どの 日 本語演題が発表 さ れ， 台




















翌 2 月 13 日 ， 花蓮港庁主催の 「修学旅行」 が催 さ れ， 生徒たち は汽車で精糖会社を見学する 。
始めてみる工場，それに汽車などの文明の利器に接して，児童は一様に感嘆の声をあげ，帝国










せたようであるO引率のタッキリ教育所のー警察官は， r文化の促進， 時代の趨勢を省み る の











『蕃地教育j 9 号 (昭和10年 ) 所収の 「第五回国語演習会成績表」 の一部。 成績は ， I教育所児童 ノ 部J ，
「国語普及会員ノ部J， I支庁別成績」 と に分かれて採点 さ れる 。 こ の表では ， I教育所児童 ノ 部」 の一部の
み掲載した。
j年 石売 支鷹名
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の児童が演壇に立ち，卒業生を中心とした後者の場合は，その会の代表 2人が立ち，それぞれ
















満ちている。『蕃地教育J 9 号 (昭和10年3 月4 日 ) に紹介さ れた三年生の題 目 に は 「私の家J ，
「豚J， r畠 J ， r農業J ， r水牛」 な どがあ り ， いずれ も 身近な話題を題材に して い る のが大 き な
特徴である。幼い児童の話題としては，これが精一杯のところであろう。
参考までに言うと， r理蕃の友J 9 巻5 号に は昭和15年 に高雄州 (当時) 下で開催 さ れた国
語演習会の模様が掲載されているDその時の演題には，始めて日本語で買い物したときの嬉し




























演習会が終わった翌 2月 16日と 17日は，教育所関係の警察官などが出席して教育所教育研究
会が開かれた。この会議では， I蕃人教育J ， I蕃人教化」 な どの内容が討議 さ れ， 今ま での反
省と今後の統治政策が検討された。この事務的な打ち合わせを最後に，一連の行事は終了する。
国語演習会は全島的に盛んに行われ，日本語学習は至る所で熱気を帯びていた。そのために，
国語普及会，あるいは夜学会は勢力的に活躍していた。例えば， r蕃地教育j 8 号 (昭和 10年 2









































11号 (1937年 ) で は ， タ イ ヤ ル族の南j奥村での動 き が報告さ れて い る 。 その村の青年団が日 本
語の常用を申し合わせ，村に矯正箱を設け，もしタイヤル語を話したなら，違反者の氏名，違























高めようとする。この試験には，教育所卒業生が53人参加した。『蕃地教育j 5 号 (昭和9 年10
月 25 日 ) に は ， そ の と き の試験問題が紹介さ れてい る 。 問題は書取 ( 50点 )，作文 ( 50点)，会話















































1994)0 r蕃地教育j 9 号 (昭和10 年3 月4 日 ) で， I感謝 と 希望」 と 題す る作文 を寄せた清水教
育所勤務の教員の発言にも，その言い回しは見られる。情操教育の一助として，原住台湾人に
オルゴールを見せてあげたい衝動に駆られたその教員は， I遠 ク 文化ニ置キ忘 レ ラ レ タ 可憐ナ




















































ここでまた『蕃地教育J 12号 (昭和10年7 月 19 日 ) か ら ， 修学旅行を経験 した教育所の児童が，
好奇心のあまり大きな瞳を瞬かせて，驚きの声を上げている様子を引用してみよう。その児童
は，得意げに東京観光の模様を仲間の児童に語って聞かせる。その内容は，要約するとこのよ
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